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ふれあい消防119

　熱中症は、高温多湿な環境に身体が適応できない場合に生じる症状で、屋外だけでなく、環境によっては屋
内でも発症します。
　また、今年は新型コロナウイルス感染症の感染予防のためマスクを着用する機会が多くなっていますが、
マスクの着用によって体温が上がりやすくなりますので、より一層の注意が必要です。

◎主な症状・・・
　「めまい、顔のほてり、だるさ、異常な汗のかき方、筋肉痛、高体温、意識障害」など

熱 中 症 予 防 と 応 急 処 置

体温調整機能が未発達なため、熱中症にかかりやすい

保護者の方へ
◇お子さんの顔色や汗のかき方をよく観察しましょう

◇こまめに水分補給や休憩をとりましょう

◇外出時は熱のこもらない服で、帽子をかぶりましょう

◇外遊びをする場合は、徐々に暑さに慣れさせましょう

子どもの場合

熱中症の応急手当

地面からの照り返
しにより、高温に
さらされやすい

汗腺が未発達

体温を下げる機能が低下し、自覚がないことがあります

お互いに注意し合いましょう
◇室内ではエアコンや扇風機を活用しましょう

◇のどが渇かなくても、こまめに水分補給をしましょう

◇外出は、暑い時間を避けましょう

◇普段と様子が違う場合、早めに医療機関を受診しましょう

高齢者の場合

のどの渇きを
感じにくい

汗を
かきにくい

暑さを
感じにくい

●涼しい場所や日陰のある場所へ移動し、衣服を緩め安静に寝かせる

●エアコンや扇風機をつけて身体を冷やす

首の周り、脇の下、
太もものつけね等
太い血管の部分を冷やす 飲めるようであれば

水分を取らせる
◆意識がはっきりしない

◆自分で水分が取れない

　時などは

迷わず119番に電話！

求められている生活の変化をチャンスに
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、これまでの生活とは異なる「新しい生活様式」が求められてい
ます。感染予防とともに、この機会に身の周りのリスクについて考え、生活を見直してみましょう。

生活習慣を見直しましょう
　食事、運動、睡眠などの生活習慣は健康に大
きく関わっており、人生100年時代と言われる
現代の日本では、健康寿命を長くできるかが、
生活の充実に大きく影響しています。
　また、急病で救急搬送された方の約８割は、
生活習慣病をはじめ、何らかの基礎疾患を持っ
ています。日頃の生活習慣を見直し、より健康
な生活を目指しましょう。

思わぬけがでの救急要請
　けがで救急搬送された方の６割以上は自宅で
のけがです。住み慣れた自宅にも多くのリスク
が潜んでいますので注意が必要です。

多いのは転倒
　自宅でのけがで救急搬送された方の６割以上
が「転倒」です。その中でも運動機能が未熟な乳
幼児や高齢者の方が多いため、本人だけでなく
周りの人も含めて注意が必要です。

　乳児がいる家庭では、電池一つ落ちているだけでも危険です
し、高齢者がいる場合は少しの段差がけがにつながるかもしれま
せん。身の周りのリスクを探して家族で話し合い、改善しましょう。

考えよう「より健康でより安全」な生活

より健康な生活

より安全な生活

生活習慣病につながる要因

食べ過ぎ

例えば…

ストレス たばこ

運動不足お酒の
飲み過ぎ

４つの生活習慣を見直そう！

家庭の隠れたリスクを
　　　　　　　探してみよう！

１　バランスの良い食事

３　規則正しい睡眠サイクル

２　定期的な運動

４　喫煙をしない

高いところの荷物

散らかった部屋 電気ポット

ベランダ

つまづいて
転ぶかも

子どもが
転落するかも

落ちてきたら
けがを
するかも

子どもが
遊んで

火傷するかも

住宅以外
34.9％
（709人）

住宅  65.1%
（1,321人）

けがによる
救急搬送人員
（2019年）
2,030人

転倒・転落
住宅でのけがの
62.7％（828人）
住宅以外でのけがの
73.1％（518人）
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